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沼倉 凌介 

 

「物性若手夏の学校」とは、全国の大学院生を対象としている物性物理の分野を中心としたサマースクールです。物性

物理に関する基礎的な考え方の習得や発表技術の向上を目的とした企画を通して、参加者に研究の楽しさを知ってもらう

ことを主な目的としております。本夏の学校の企画は物性分野の大学院生を基準として考えられていますが、毎年、化学

や生物の分野や学部生からの参加者も少なくありません。若手研究者の分野の垣根を取り除き、多くの分野間でネット

ワークを形成できることも本夏の学校の魅力の一つです。 

 

１ 夏学概要と当日の様子 

第 60 回物性若手夏の学校は 2015 年 7 月 27 日から 7 月 31 日の 5 日間に渡り、岐阜研岐阜市、長良川の辺に建つ、ぎ

ふ長良川温泉ホテルパークにて開催されました。60 回目の節目を迎える今回の物性若手夏の学校に向けて、“Towardthe 

Next Round!-The 60th Natsugaku- ”のテーマのもと新しい一歩を踏み出すという意気込みで我々スタッフは準備を進

めてきました。参加者は総勢 177 名(男性 159 名、女性 18 名)となりました。 

物性若手夏の学校のプログラムは、学習・発表・交流の三つのパートに分かれております。学習の部となる講義と集中

ゼミでは表 1 に記載してある研究者の方々に招聘講師として講演していただきました。講義は 1 日 3 時間を 3 日間に渡り

基礎的な内容から、その分野の最先端までを丁寧に教えていただきました。集中ゼミでは 3 時間という限られた時間に、

その分野の最新のトピックをコンパクトに講演したいただきました。どちらも専門分野における最先端の内容に触れるこ

とができたため、参加者にとっても得るものが多く、参加者からは「研究の最先端の話を聞けて自身の研究へのモチベー

ションが高まった。」、「新しい研究の挑戦への足がかりとなりそう。」などの声を聞くことができ、非常に好評な企画とり

ました。 

 

表 1：講義・集中ゼミの招聘講師・演題一覧 

企画 講師(敬称略) 演題 

講義 

(3 時間×3 日間) 

石原照也 

加藤雄介 

古崎昭 

松井卓 

松田祐司 

宮崎州正 

メタマテリアルの世界 

超流動とボーズ・アインシュタイン凝縮:長年の未解決な関係 

低次元の強相関電子系：朝永ラッティンジャー液体とその周辺の話題 

量子スピン系における Lieb-Robinson bounds 厳密統計力学入門 

非従来型超伝導 

ガラス転移の統計物理学 

集中ゼミ 

(3 時間×1 日) 

石原一 

大串研也 

笹本智弘 

樽茶清悟 

山本浩史 

和田浩史 

光で操るナノ物質のミクロとマクロ 

遷移金属化合物の強相関電子物性 

KPZ ユニバーサリティクラス 

固体中の電子の量子操作と計測 

有機相転移トランジスタと強相関物性物理 

かたち・動き・成長の生物物理学 
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発表の部であるポスター発表・分科会では、日本物理学会と同様の形式で行いました。夏学参加者の多くは発表経験の

少ない学生であるため、自分の研究成果を多くの人へわかりやすく発表する練習の場として、また同分野の人と研究の情

報交換をする場を提供するための企画となっております。ポスター発表では、発表希望者は全員発表することができ、各

自に A0 の大きさのスペースが与えられます。発表者は持参のポスターを前に意気揚々と発表に赴いていました。ポス

ター発表では当日に飛び入りでの発表も認めており、今年も多くの飛び入り発表者を見受けることができました。またポ

スターは夏学期間中ずっと掲示することができたため、多くの参加者がポスター発表の時間とは別にそれぞれの空き時間

にポスター前でディスカッションしていました。 

分科会は一人あたりに発表時間 10 分と質疑応答 5 分が与えられる口頭発表の場です。それぞれの発表には発表の内容

を評価するアンケートがあり、聞き手からの指摘を発表後に確認して次の発表に活かすことができます。また招待講演の

枠も設けてあり、表 2 にある 6 人の招聘講師に講演していただきました。招聘講師の方々とディスカッションすることに

よってその分野の最先端の研究を知ることができます。 

 

表 2：分科会の招聘講師・演題一覧 

企画 講師(敬称略) 演題 

分科会招待講演 

(講演 30 分＋質疑 10 分) 

岡田佳憲 

酒井志朗 

辰巳創一 

新見康洋 

星野晋太郎 

渡辺宙志 

走査トンネル顕微鏡による遷移金属酸化物薄膜の電子状態イメージング 

銅酸化物高温超伝導体の動的電子構造の数値計算 

単純ガラスの熱容量から見るガラス転移の向こう側 

スピン流で観る物理現象 

多軌道強相関電子系におけるエキゾチック超伝導 

大規模計算による非平衡研究の可能性 

 

ポスター発表、分科会とは別に発表の部にはグループセミナーという企画も存在しております。グループセミナーは

57 人の班に分かれ、自身の研究をセミナー形式で発表し、ディスカッションを行うという企画です。ポスター発表、分

科会が同分野どうしでの交流を主としているのに対し、グループセミナーは異分野間での交流に重きを置いております。

班員の構成が異分野どうしであるため、参加者は自分の分野から離れて新しい知見を得ることができるのがグループセミ

ナーの特徴です。 

交流の部には懇談会と座談会が設けられております。特に座談会は昨年度の第 59 回から始まった新しい企画です。事

前に参加者から募った質問を招聘講師の方々にお酒を交えつつぶつけるというのが座談会の内容になっています。今年の

座談会での質問の内容は「研究者になろうと思った時期ときっかけ」や「研究へのモチベーションの維持の仕方」、「研究

に行き詰まったときのリフレッシュの仕方」など研究に対する心構えのようなものから、人生の選択や研究者の恋愛に関

して等さまざまな質問が飛び交いました。講師の方々と参加者の距離も質問の回数とお酒が進むにつれて縮まっていき、

非常に盛り上がる企画となりました。 

以上の企画は表 4 の日程で行いました。 

 

２ 物性若手夏の学校の魅力 

物性若手夏の学校には日本物理学会で数多くの領域を有する物性物理の分野を専門とする学生が参加します。加えて、

最近では物性物理の分野のみに留まらず、化学や生物の分野の学生も参加する傾向にあり、参加者の分野は多岐に渡って

おります。物性若手夏の学校の特徴の一つとして、普段接することのできない異分野の学生と議論することで新鮮な見解

を得たり、参加者自身の研究へのモチベーションを高め今後の研究活動の糧を得たりすることができます。また 18 名も

の招聘講師に講演を依頼しており、参加者は自分の興味に応じて聴講を自由に選択することができます。特に講義プレ

ビューで自分の専門ではない講演に惹かれる学生も少なくなく、実際に第 60 回においても事前に撮ったアンケートとは

異なる講義に参加した学生も多く見受けました。3 日に渡る濃密な講義や空き時間のディスカッション、毎晩開催される
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懇談会によって、4 日という短い時間で講師と学生の距離が急速に縮まるのも物性若手夏の学校の魅力の一つです。現在、

準備局員も新体制となり企画の内容も多少変更を加え、さらに参加者にとってより一層有意義な夏学になるように尽力し

ております。また 59 回から始まった座談会も、一つの企画として 61 回以降も続けていくことに決定しました。物性若

手夏の学校では、議論・発表の企画を充実させることで、物性科学のみならず物理分野を大きく進展させるような新たな

研究を生み出す足掛かりとなることを願っております。 

 

３ プログラム詳細 

 

表 3：第 60 回物性若手夏の学校プログラム 

7 月 27 日(月) 7 月 28 日(火) 7 月 29 日(水) 7 月 30 日(木) 7 月 31 日(金) 

 朝食 

7:00～8:30 

朝食 

7:00～8:30 

朝食 

7:00～8:30 

朝食 

7:00～8:30 

    

講義 

9:00～12:00 

講義 

9:00～12:00 

講義 

9:00～12:00 

チェックアウト 

9:00～10:00 

 

昼食 

12:00～13:00 

昼食 

12:00～13:00 

昼食 

12:00～13:00 

 ポスターセッション 

13:00～15:00 

ポスターセッション 

13:00～15:00 チェックイン 

13:30～15:30 

グループセミナー 

13:30～18:30 

  

 

開校式 

16:00～17:00 

分科会 

16:00～19:00 

集中ゼミ 

16:00～18:30 

講義プレビュー 

17:00～18:30 

  夕食 

18:30～19:30 夕食 

19:00～20:00 

夕食 

19:00～20:00 

夕食 

19:00～20:00  

 

懇談会 

21:00～23:30 

 

懇談会 

21:00～23:30 

 

懇談会 

21:00～23:30 

閉校式 

20:30～21:00 

懇談会 

21:00～24:00 

   

 

 

４ 決算報告 

表 3 に第 60 回物性若手夏の学校の決算を示します。 
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表 4：第 60 回物性若手夏の学校決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴研究所からのご支援は「テキスト印刷費・郵送費・及び貴研究所よりお借りしたポスターボードの運搬費の一部」と

いう支出に対して使用させて頂きました。どちらも本物性若手夏の学校の主要企画である講義、集中ゼミ、ポスターセッ

ションに欠かせない支出となっております。貴研究所の夏の学校へのご支援を心より感謝致します。また、ポスターボー

ドを貸していただいたことも重ねて御礼申し上げます。今後とも物性若手夏の学校へのご支援を賜りますよう心よりお願

い申し上げます。 

     

図 1：講義中は質問が飛び交い、活発に議論が行われていた  図 2：各々が興味のあるポスターの前で発表者と意見を交換する 

 

     
図 3：異分野感でのディスカッションは自身の今後の新たな着想

を得る 

図 4：普段は聞くことのできない講師陣の体験談なども聞くこ

とができ、参加者も身を乗りだして聞いていた  

収入の部 

公的機関からの援助 1,033,475 

材料科学技術振興財団 100,000 

京都大学基礎物理学研究所 442,450 

東京大学物性研究所 294,492 

東北大学金属材料研究所 196,533 

地域助成金 0 

企業等協賛金 1,415,000 

参加費その他 708,000 

テキスト収入他 82,427 

小  計 3,238,902 

第 60回のための準備金 1,037,077 
 

合  計 4,275,979 

支出の部 

講師招聘費 448,750 

世話人援助費 516,820 

参加者援助費 0 

印刷費 585,629 

テキスト印刷費・郵送費 463,116 

ポスター印刷費・郵送費 62,208 

当日印刷物印刷費・郵送費 60,305 

企画運営費 675,919 

準備局経費 748,717 

小  計 2,975,835 

第 61回のための準備金 1,300,144 
 

合  計 4,275,979 
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